
平成２２年第３回 北海道議会定例会〔代表質問〕（危機対策課所管） 

 

開催年月日  平成２２年（2010 年）９月１７日 

質 問 者  自民党・道民会議 小野寺 秀 議員 

答 弁 者  知事 

 

二 道政上の諸課題について 

（二）水資源の保全・活用について 

 

２ 森林所有者の把握について 

 

○小野寺 議員 

 次に、国民保護計画を含む危機管理上の観点から、この森林問題についてお伺いをします。 

 有事の際、行政が飲料水を確保できなければ、保護計画は「絵に描いた餅」になってしまうでしょう。ま

た、道内の自衛隊基地に極めて近い場所にある森林が海外資本に買収されているという事案もあるはずで

す。 

 北海道は道民の安心・安全を守る為に「危機管理上」の観点から、森林政策を展開する必要があるのは当

然です。 

 自衛隊の基地又は警察署等、国民保護計画を遂行する上で欠かせない関係機関の周辺の森林については、

一刻も早くその所有者を特定し、今後の動向についても注視していく必要があると考えますが、見解を伺い

ます。 

 

○知事 

 森林所有者の把握についてでありますが、自衛隊や警察署等の国民保護関係機関の周辺における森林につ

いて、その所有者や利用目的等の実態を的確に把握することは、地域住民の安全・安心を確保するという危

機管理の観点からも重要であると考えているところであります。 

 このため、道といたしましては、国民保護関係機関の周辺の森林について、速やかに、海外資本などの所

有者情報を把握するとともに、今後の森林売買の動向について、注視してまいる考えであります。 

 

【指摘】 

○小野寺 議員 

 次に、北海道の森林所有者の把握についてであります。 

  倶知安町において、中国の企業が倶知安駐屯地に近い森林を購入している事実が明らかになりました。 

 道は、道民の安心・安全な生活を守るため、国民保護計画に関係する施設周辺の森林所有者情報を可及的

速やかに把握するとともに、「水資源の保全」という観点だけでなく、「安全保障」の観点から国に対し、自

衛隊や警察など周辺の森林所有者の把握に障害となっている法や制度の見直しを強く求めていくよう申し上

げます。 


